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対象エリア：箱根

実施団体名：和心亭豊月・NTTコミュニケーションズ

ユースケース名：①従業員主導での生成AIツール作成(生成AI活用のためのアイデア提供ツール)
②ポップデザイン案作成

③メールのドラフト文作成

④多言語対応
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対象エリア：箱根｜実施団体名：和心亭豊月

ユースケース名：従業員主導での生成AIツール作成、ポップデザイン案作成、メールのドラフト文作成、多言語対応

②観光産業の生産性向上

③観光地経営の高度化

従業員自らがデータ活用を通じて業務を見直す機会や、生成AI活用の次期アクションにつなげる取り組みを検討する

時間を確保するために、現状において所要時間の長い業務の効率化を図る

団体概要

和心亭豊月

• 箱根神社の東隣・芦ノ湖が一望できる高台に佇み、個室料亭でのモダン懐石が人気の旅館

• 客室数16室、客席稼働率85%、従業員数35名（2023年実績）
• 従業員自身が業務改善を主導し、自身や旅館業務価値を向上させられる環境を目指している。

実施団体

の写真

➢業務改善策を構想してから実行するまでの間に多くの技術

的、労力的ハードルがあるため、手軽にアイデアを実現させ

ることができない。

➢従業員のデータ活用/DX促進を促してきたが、日々の業務

が多忙である事から、従業員自身が業務改善/高度化を

考える時間の確保が難しい。

➢従業員が自発的に業務改善を実行し、

旅館全体の成長とサービス向上に貢献している。

実施団体の現状 実施団体のありたい姿

目的

生成AIを活用することで、従業員による自律的な業務改善手段を確立した事例
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業務改善策の実現

に対する技術的、
労力的ハードル

業務改善/高度化を

考える時間の不足

箱根｜和心亭豊月・NTTコミュニケーションズ

・業務改善アイデアの例示や仮説検証のためのデータ

分析作業を代替する

・生成AIを駆使した業務改善の手法を習得することで

従業員がスムーズに業務改善を実行できるようにする

所要時間の長い業務の効率化を行い、

業務改善のための時間を確保する。

従業員自らがデータ活用を通じて業務を見直

したり、生成AI活用の次期アクションに繋げる

取り組みを検討できるようにする。

目的(解決方針) 生成AIを活用した課題解決案

従業員主導での生成AI活用ツール作成１

・ポップデザイン作業における

イメージ具体化工程の効率化

メールのドラフト文作成2

・顧客向けメールに関する

メール文面作成作業の効率化

ポップデザイン案作成3

・インバウンドへの説明に向けた

お品書き翻訳作業の効率化

多言語対応4

目的を達成するためのユースケース一覧

課題
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業務全体像におけるユースケースの位置づけ

業務全体像におけるユースケースの位置づけ

箱根｜和心亭豊月・NTTコミュニケーションズ
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箱根｜和心亭豊月・NTTコミュニケーションズ

×

和心亭豊月

専務取締役・支配人 杉山 慎吾 様

フロント課・リーダー 市本 渓様 ×
ゲストサービス課 石口 菜月 様

山下 佳輝 様

和心亭豊月

伴走事業者

(生成AIツール開発者)

実証フィールド

(生成AIツール利用者)

実証における体制図

NTTコミュニケーションズ

生成AIツールの開発、提供

生成AI活用のアドバイス、自作プロンプトの修正支援
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①従業員主導での生成AI活用ツール作成
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活用した生成AIの概要・仕組｜従業員主導での生成AI活用ツール作成

■課題

箱根｜和心亭豊月・NTTコミュニケーションズ

業務改善のアイデアがあっても

実現性や効果が分からない
業務上の課題を洗い出す

作業が大変

アイデアの効果を検証するための

データ分析作業が難しい
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質問内容（ユーザーが入力する画面）

活用した生成AIの概要・仕組｜従業員主導での生成AI活用ツール作成

(生成AI活用のためのアイデア提供ツール) 

回答結果

■導入・検証時の入出力

箱根｜和心亭豊月・NTTコミュニケーションズ

いずれかのボタンを押すと開始

(自動で分析が始まる)

アイデアに紐づく課題の

分析結果を提示

解決アイデアの概要

を提示

期待効果と実現難易度

を5段階評価
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仕組のイメージ

箱根｜和心亭豊月・NTTコミュニケーションズ

活用した生成AIの概要・仕組｜従業員主導での生成AI活用ツール作成

(生成AI活用のためのアイデア提供ツール) ■入出力結果

➢業務マニュアルや売上データを生成AIが分析し、それを元に業務改善のアイデアを生成AIが提案することでアイデアの実現性や効果検証を
一部省略することができるため、より効率的に実現すべきアイデアの選定が出来る。

➢アイデアを定量的に評価できるため、目指すべきゴールや実現すべき効果を明確に把握できるようになる。

➢業務マニュアルや売上/顧客データを最新のものに差し替えることで、出力されるアイデアも現状に即したものに更新が可能。
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従業員が作成した、生成AI活用ツールの一例
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回答結果

回答結果に対する正確性・品質に係る概観評価（現場の声等）

➢実際に従業員が生成AI活用ツールを作った結果、基本的な動作は自力で作成できた。一方で、処理条件を増やすと精度が悪くなってくるため、

プロンプトの調整に苦労した。特に、精度が悪い処理があった際、どこに原因があるのか分からない場合があったため、作成に行き詰った時にはAI

開発者と協議して作成を進めた。

従業員主体で作成したツール一覧(1/2)

ツール名 機能概要 イメージ図

1.シフト自動作成

ツール

休館日や希望休などの情報を入力すると、

毎月の宿内シフト素案を自動作成してくれるツール

2.お品書きの英語

翻訳

（多言語ツール）

お食事のお品書きをテキストデータとして入力すると、

英語に翻訳してくれるツール

箱根｜和心亭豊月・NTTコミュニケーションズ

学習データと入出力結果｜従業員主導での生成AI活用ツール作成
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回答結果

回答結果に対する正確性・品質に係る概観評価（現場の声等）

➢一度ツール作成を体験すると、生成AIで実現可能な機能のイメージが沸きやすくなるため、業務改善アイデアを考えやすくなった。また、を生成AI

を活用すると自分が実現したいことをすぐにツール化できる点に魅力に感じる。

従業員主体で作成したツール一覧(1/2)

ツール名 機能概要 イメージ図

3.部屋料金の判定

ツール

日付、人数などの条件を入力すると、

その場で条件に合うプランの料金を提示してくれるツー

ル

4.新入社員の教育

ツール

新入社員の教育コストを軽減できるツール。

生成AIと対話するだけで、業務マニュアルの参照や悩

み相談などのケアが出来る。

箱根｜和心亭豊月・NTTコミュニケーションズ

学習データと入出力結果｜従業員主導での生成AI活用ツール作成



13

検証結果（結果を踏まえた考察）｜従業員主導での生成AI活用ツール作成

生成AIプロンプトの自作が可能になるまでの道のり

箱根｜和心亭豊月・NTTコミュニケーションズ
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検証結果（結果を踏まえた考察）｜従業員主導での生成AI活用ツール作成

(シフト作成ツール) 

箱根｜和心亭豊月・NTTコミュニケーションズ

生成AIを活用したことによる従業員の心情変化

✓生成AI活用ツールを自作しようと思えたきっかけ

✓シフト作成について、元々課題感はあったが解決できずにいた。

✓生成AIのワークショップに参加することで、プログラミングのような専門知識が不要という事が分かった。

✓日本語でのプロンプト記述でシステムが作れるため、業務改善ツールが出来上がるまでのイメージができたことで、自分でも出来そうだと

思えるようになった。

✓実際に着手した感想

✓意外と自分でもChat GPTでツールを作れると思った反面、一通り完成した後に精度を上げていく点が難しいと感じた。

✓上手くいかないときでも、試行錯誤の過程でChatGPTの反応が変化していく実感が得られる事が面白く、

試行錯誤のモチベーションが下がりにくかった。

シフト作成ツールの出力イメージツール利用の風景
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②メールのドラフト文作成
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活用した生成AIの概要・仕組｜メールのドラフト文作成

■課題

箱根｜和心亭豊月・NTTコミュニケーションズ

予約メールの返信作業回数が

多い(特に繁忙期)

確認すべき

アレルギー品目が合っているのか

分からない

毎回予約内容を頭の中で整理しながら

メール文を作るのが大変
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質問内容（ユーザーが入力する画面）

活用した生成AIの概要・仕組｜メールのドラフト文作成

回答結果

■導入・検証時の入出力

箱根｜和心亭豊月・NTTコミュニケーションズ

予約メールの本文を

コピー＆ペーストする
自動でメールの返信文が

作成される
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仕組のイメージ

箱根｜和心亭豊月・NTTコミュニケーションズ

活用した生成AIの概要・仕組｜メールのドラフト文作成

■入出力結果

➢予約メールの内容確認とメールテンプレートの判断、予約確認メールの完成まで全て人の手で行っていたため、ミスチェックを含め予約１通の処理に時

間がかかっていた。

➢宿泊予定者がOTAや自社WEBサイト経由で予約情報を送付した場合に、そのデータをChat GPTに読み込ませることで、作成ルールに従い作成された、
そのまま送付可能なレベルのメール文を自動作成するツールを作ることができる。これにより予約確認メール作成に関する一連の作業時間を削減した。

➢シンプルな仕組みで構成することで、メール作成ルールの更新があった場合などに、予約管理スタッフ自身で本ツールのメンテナンスを行う事も可能。
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回答結果(実際に作成されたメール文章イメージ)

箱根｜和心亭豊月・NTTコミュニケーションズ

活用した生成AIの概要・仕組｜メールのドラフト文作成

■入出力結果

人の手で作成した際と見分けがつかない

クオリティの文章が生成される

メールから重要事項を抽出して

整理してくれる
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検証結果（結果を踏まえた考察）｜メールのドラフト文作成

検証目的・課題 検証結果

本ユースケースでは「元の業務に複雑や条件があることからシステム化が出来

ていない」という課題の解決に向けて、「テキストデータからの要点整理」と
「メール文面のドラフト作成」に生成AIを活用した。

予約確認メール作成作業が、1通あたり「7分」から「3分」に短縮し、結果と

して、約63％の稼働削減効果となった。特に、作業の自動化によりミスが
減ったこと、作業者が作成されたメール文の誤記チェックに思考を傾けられる
ようになったことが削減効果の要因となった。

分析

✓労力削減の要因としては、従来のルールに忠実に生成AIが処理してく

れるため、人側も業務フローはそのまま、途中工程だけが自動化され

たことがあげられる。特に、今回は「メール文章から要点を抽出し、要

点の内容に合わせて最適なテンプレートを選定する」といった人が悩み

ながら処理する工程を生成AIが代替したため、効果が大きかった。

箱根｜和心亭豊月・NTTコミュニケーションズ
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✓アイデアの迅速な具体化

✓これまで頭の中で考えていた小さな課題や改善策について、手軽に具現化出来る手段が無かった。

✓生成AIを活用することで、アイデアがすぐに形に出来ることから、面白さを感じた。

✓対話型の問題解決

✓最初はうまくプロンプトの改修ができなかったが、失敗の理由をChatGPTに尋ね、対話を通じて改善できた。

✓問題の原因を見つけ、それをプロンプトとして蓄積・改善できた。

✓進捗の可視化

✓作業の途中経過を形にしてくれるため、自分がどこまで進んでいるかが分かりやすい。

✓生成AIの強みは、業務の進行状況を可視化し、次のアクションへつなげやすくする点にある。

✓アイデア実現以外の効果

✓業務負担が軽減され、本業である「お客様との時間を演出すること」に稼働を割くことができるようになった。

✓従業員間のコミュニケーションも活性化した。これまで、現場レベルの社員が業務改善について議論する機会は少なかったが、生成AIで

実現できそうなアイデアを議論することで、今、自分たちに足りない事、改善すべきことを議論する機会が増えた。

検証結果（結果を踏まえた考察）｜メールのドラフト文作成

生成AIを使用する事により現場で生まれた効果

箱根｜和心亭豊月・NTTコミュニケーションズ
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③ポップデザイン案作成
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活用した生成AIの概要・仕組｜ポップデザイン案作成

■課題

箱根｜和心亭豊月・NTTコミュニケーションズ

お題からデザインのイメージを

考えるのが大変

参考デザインを集めるのに時間がかかる
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質問内容（ユーザーが入力する画面）

活用した生成AIの概要・仕組｜ポップデザイン案作成

回答結果

■導入・検証時の入出力

箱根｜和心亭豊月・NTTコミュニケーションズ

(画像生成用プロンプト)を
Chat GPTが出力。

これをCANVA AIに入力することで
画像出力する

作りたいポップのイメージを

文章で自由に記載

回答結果に対する正確性・品質に係る概観評価（現場の声等）

➢これまで参考画像をwebで検索し、収集することに時間を要して

いたが、その工程が効率化されるため便利。実際の業務で活用し

ていきたい。

➢Canvaが保有するデータは海外のデータが多い可能性があり、海

外向けのポップデザインの生成が多くなる傾向がある。今後は宿

のイメージなどに合わせてブランドカラーやフォントを設定し、より使い

やすいデザインが生成される工夫ができるとよい。
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仕組のイメージ

箱根｜和心亭豊月・NTTコミュニケーションズ

活用した生成AIの概要・仕組｜ポップデザイン案作成

■入出力結果

➢これまでは、漠然とした作成イメージを具体化するために、自身の感性を頼りに既存のデザインをWEBで探し、徐々にイメージを組み立てていく

といった、暗中模索に近い作業の進め方をしていたため、デザインの品質は、担当者のセンスに依存していた。

➢このイメージ具体化作業に生成AIを組み込むことで、イメージの言語化とデザイン例を提供してくれるため、デザインの作成方針が固まりやすく

なる。また、作成時のアドバイスをセットで提案してくれることから、後続のポップ作成作業を含め各工程で着手すべき作業が明確になる。
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回答結果(Chat GPTとCANVA AIを組み合わせて一連の処理を完結させようとした場合)

箱根｜和心亭豊月・NTTコミュニケーションズ

活用した生成AIの概要・仕組｜ポップデザイン案作成

■入出力結果

生成AIモデルを複数組み合わせることのメリット

➢そのため、文章部分はChat GPT、画像生成はCANVA AIと工程ごとに生成AIモデルを使い分け、各モデルの得意分野を生かすことで、

全体の出力精度を向上させることが可能になる。

Chat GPTの得意な文章生成により、ユーザーのイメージを
CANVA AIに入力する、画像生成用の文章に変換する。〇

Chat GPTで生成した画像生成用の文章をCANVA AIに入力することで、
旅館要素を上手く反映した、よりイメージに近い画像が生成された。

〇
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検証結果（結果を踏まえた考察）｜ポップデザイン案作成

検証目的・課題 検証結果

分析

本ユースケースでは「作りたいイメージをデザインに落とし込む工程に

労力がかかる」という課題の解決に向けて、「イメージの具体化」

「デザインの生成と修正」に生成AIを活用した。

結果として、3時間程度かかっていた「ポップデザイン案作成作業」

において約50%の稼働削減効果が見込めた。

✓作業効率化の要因として、従来は「どんなデザインが適しているか」を複数の資料を検索して確認する必要があったが、生成AIがデザイン案を具体的

な画像で提供することで、調査作業の労力を削減できた点が挙げられる。

✓また、画像生成の品質向上要因として、工程ごとに複数の生成AIモデルを使い分けることで、各モデルの苦手分野をカバーできたことがあげられる。マ

ルチモーダルモデルの普及により、生成AIについて「何でもできるAI」だと認識されがちだが、実際にはAIモデルごとに得手不得手がある。そのため、生成

AIの利用効果を高めるためには、AIモデルごとの特徴を理解し、用途に合わせて複数の生成AIモデルを使い分けることが重要であった。

箱根｜和心亭豊月・NTTコミュニケーションズ
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④多言語対応
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活用した生成AIの概要・仕組｜多言語対応

■課題

箱根｜和心亭豊月・NTTコミュニケーションズ

自動翻訳だと単語が直訳されるため

正誤確認が大変

翻訳結果の整理が大変

(原文との紐づけ、インデント調整)
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活用した生成AIの概要・仕組｜多言語対応

■導入・検証時の入出力

箱根｜和心亭豊月・NTTコミュニケーションズ

質問内容（ユーザーが入力する画面） 回答結果

お品書きの一覧(テキスト)
をコピー＆ペーストする

翻訳文章(意訳)が一括で出力される
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仕組のイメージ

箱根｜和心亭豊月・NTTコミュニケーションズ

活用した生成AIの概要・仕組｜多言語対応

■入出力結果

➢インバウンドへの料理案内においては、以下の3ステップを実施する必要があり、負担が大きい業務のひとつであった。
① お品書きに書かれた料理名（単語）を1つずつ翻訳
② 文章全体を翻訳し、①で翻訳した適切な単語名に書き換え

③ 翻訳結果を有識者が校正

➢本ツールでは、お品書きのデータを入力するだけで多言語に翻訳され、出力した英語文が意訳された状態で出力されるため、①～③の工程

を一括で実施でき、効率化につながった。

➢翻訳機能については、実際に使用するシチュエーションを分析し意訳できるため、文脈を理解して処理を実行できるという生成AIの強みが表
れている。



32

検証結果（結果を踏まえた考察）｜多言語対応

検証目的・課題 検証結果

本ユースケースでは「英語対応の質にばらつきがある」と「文章翻訳

作業に手間がかかる」という課題の解決に向けて、「文章の一括翻

訳と意訳」に生成AIを活用した。

結果として、1回20分以上の時間がかかっていたお品書きの翻訳

作成作業が１回7分に削減されるといった稼働削減効果が発生

した。

分析

✓生成AIは意訳ベースで翻訳を行うことから、翻訳文の正誤確認の手間が省略さ

れたことが作業の削減効果の要因

✓作成したツールを実用し、現場の声を聞きながら対象とする作業範囲やアプロー

チ方法を適宜調整していくことが重要である。

箱根｜和心亭豊月・NTTコミュニケーションズ

これまでの業務の様子 生成AIで効率化した後の様子

ツールを作成/利用した現場の声

✓実証参加前はChatGPTを使ったことはなかった。実証で使っていく中で可能性を感じた。

✓生成AIという技術の全容が見えていないため、出来ることを更に追求していき、より良いツールを作りたいと思っている。

✓生成AIツールを使う手順を誤った際に出力された結果から新たなアイデアが生まれることもあり、使う人が増えるほど、可能性が広がると感じ

た。

✓本ツールの活用をきっかけに、これまで担当者３名が個々で行っていた翻訳作業が１人に集約されるといった、業務のやり方自体の見直し

が行われるという副次効果があった。
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箱根｜和心亭豊月・NTTコミュニケーションズ

総括｜

①業務改善アイデアの実現ハードルの低下

✓生成AIを活用することで、業務の課題やアイデアを従業員自身がプロンプト化し、試行できるようになる。

✓データの分析作業を代替できる等、業務改善の実現ハードルが低くなることで、アイデアを形にするまでのスピードが向上する。

✓小さなアイデアでも即実行できるため、業務改善が加速し、従業員の試行錯誤が活発化が期待できる。

② 従業員が主体的に業務改善を考える組織へ

✓生成AIの活用により、従業員が自ら業務改善のアイデアを試し、成功体験を積むことで、

主体的に課題解決に取り組む文化の醸成が見込める。

✓「自ら考え、試し、改善する」サイクルが生まれ、組織全体の生産性と創造性が向上可能。

③業務効率化により、付加価値の高い業務へ時間をシフト

✓生成AIを活用し、シフト作成・予約管理・翻訳業務などの繰り返し作業を大幅に削減可能。

✓効率化した時間で接客時間を増やし、お客様満足度向上や従業員のスキルアップに時間をシフトすることが可能。

✓サービスやスタッフのスキルを含めた旅館全体の価値を持続的に成長させることが可能になる。

生成AIを活用するメリット
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